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QuestionⅠ 

０ 

 

 

①NEW教育とコンピュータ  

 

②魔法のiらんど          

 

③HANゲーム    

 

④Scratch   

ご存じですか？ 



QuestionⅠ 

3 

 

 

①NEW教育とコンピュータ 学研 1985～2007 

 

②魔法のiらんど KADOKAWA     1999～         

 

③HANゲーム   ハンゲームジャパン       2000～ 

 

④Scratch   MITメディアラボ    2006～ 

 

ご存じですか？ 



０．Introduction 

０ 

千葉県市川市立平田小学校HP 2004年 



QuestionⅡ 

０ 

 

 

①facebook ② Twitter  ③ LINE   
 

④Instagram ⑤Pinterest ⑥LinkedIn 
 

⑦mixi  ⑧ Google＋   「2015ガイアックス調べ」 

 

その他 Skype，You Tube，Vine … 

 

いくつ利用していますか？ 



０．Introduction 

５ 

 

東北大学HPより 「情報リテラシー教育プログラム」 
 

○メディア・リテラシー 

○学校現場における情報教育 

○学校現場におけるICT活用教育 

○傾聴、報告、読解 

○法律、著作権、個人情報保護、リスクマネジメント 

○コミュニケーション能力、論理的思考、情報モラル教育 

○言語力、コミュニケーション、心理 

○英文法、学習環境、外国語教育、言語学的なことばの見方
と考え方 

○暗号理論、計算量理論、情報セキュリティ 

 



１．市川市の学校図書館 

２ 

 

 

・公共図書館との相互ネットワーク 

 →協働 
 

・学校図書館を中心に教育機能を高める 

 →学校そのものが学校図書館である 
 

・「豊かな心・自ら学ぶ力」 

 →生涯学び続ける市民の育成 

「生きる力・夢や希望を育む学校図書館」 



１．市川市の学校図書館（１つの大きな図書館） 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

蔵書検索 

各種情報 

物流（配送業者） 物流（配送業者） 

蔵書検索 

各種情報 

 
市川市中央図書館 
（他 ４館１室） 

蔵書検索・各種情報 蔵書検索・各種情報 

市川市立 

小・中・特別支援 

義務教育学校 

幼稚園（全 6１校・園） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域ブロックでの連携 

各学校による 

蔵書データ  

ベース化   

市川市立 

小・中・特別支援 

義務教育学校 

幼稚園（全 6１校・園） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域ブロックでの連携 

各学校による 

蔵書データ  

ベース化   

公共図書館と学校とを結ぶネットワークシステム 

インターネット 

市立博物館 

（歴史博・考古博・自然博） 

 

ホームページ 

公開 

情報公開・発信 

 

学校図書館支援センター 

（教育センター） 

アドバイザーの 

学校図書館支援 

 

の 

アドバイザーの 

学校図書館支援 

 

の 

各校蔵書データの集約 各校蔵書データの集約 



１．市川市の学校図書館（１つの大きな図書館） 

４ 

 
 

「幼稚園（KindergartenのK）から始まり高等学 

校を卒業するまでの義務教育及び義務教育後中等 

教育期間」のことを「Ｋ－12」と呼ぶ。これに 

大学教育段階まで含めたものを「Ｋ－16」と称し 

幼児教育、小・中・高等学校・大学という学校種 

の枠を越えた教育の連結性・一貫性を考えるコン 

セプトとして用いられる。 

 ⇒１８歳選挙権から考える 

K１２・K１６の考え方（文部科学省用語集より） 



２．学校教育の中の情報（リテラシー） 

６ 

情報教育の実践と学校の情報化 
    文部科学省HPより（平成14年） 
 

第２章 初等中等教育における 

    情報教育の考え方(P61) 

○ 情報活用能力は，小・中・高等 

学校段階を通じた全ての教科等で 

育成される 

○ 情報活用能力は，情報活用の 

実践力，情報の科学的な理解， 

情報社会に参画する態度の３つの 

要素をバランスよく育成する 

ことが必要 
 



２．学校教育の中の情報（リテラシー） 

７ 

国立教育政策研究所 プロジェクト研究 

平成24年度「教育課程の編成に関する基礎的研究」成果 



２．学校教育の中の情報（リテラシー） 

８ 

小学校学習指導要領  

第1章 総則 

第4 指導計画の作成等に当たって配慮すべき事項 
 

（9）各教科等の指導に当たっては，児童がコンピュータや 

情報通信ネットワークなどの情報手段に慣れ親しみ， 

コンピュータで文字を入力するなどの基本的な操作や 

情報モラルを身に付け，適切に活用できるようにするための 

学習活動を充実するとともに，これらの情報手段に加え 

視聴覚教材や教育機器などの教材・教具の適切な活用を図る 

こと。 



２．学校教育の中の情報（リテラシー） 

９ 

高等学校「情報：社会と情報，情報の科学」 

（ⅰ） 改善の基本方針 
○ 普通教科「情報」については，その課題を踏まえ，高校生の発達の 

段階や多様な実態に応じて，情報化の進む社会に積極的に参画すること 

ができる能力・態度をはぐくむとともに，情報に関する科学的な見方・ 

考え方を確実に定着させる指導を重視し，科目やその目標・内容の 

見直しを図る。 

○ 情報を適切に活用する上で必要とされる倫理的態度，安全に配慮する 

態度等の育成については，情報モラル，知的財産の保護，情報安全等に 

対する実践的な態度をはぐくむ指導を重視する。 

○ 生徒の多様な学習要求に応えるとともに，進路希望等を実現させたり 

社会の情報化の進展に主体的に対応できる能力や態度をはぐくむために 

より広く，より深く学習することを可能にする内容を重視する。 

              ※高等学校学習指導要領解説「情報偏」 



２．学校教育の中の情報（リテラシー） 

10 

 
 

⑬情報 

○ 情報科においては、情報化の進む社会に積極的に 

参画することができる能力・態度を育むとともに、 

情報に関する科学的な見方・考え方を確実に定着 

させる指導を重視する観点から、 

現行の学習指導要領に改訂され、 

その充実が図られてきているところである。 

 

文部科学省「論点整理」では… 



２．学校教育の中の情報（リテラシー） 

11 

学習指導要領解説付録  
 国語 言語活動例 
（茨城県教育研修センター） 

各教科書会社のHP国語の年間計画 
 図書館活用についての系統 



２．学校教育の中の情報（リテラシー） 
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① 情報機器の活用技能 

 ⇒ICT機器の導入（ストレス・フリーな環境） 

     

② 情報検索技能 

 ⇒フィルタリングから「モニタリング」へ 
 
 

③ 情報の取捨選択技能 

 ⇒著作権や引用に関する指導 



２．学校教育の中の情報（リテラシー） 

13 

 
 

・デジタル教科書の導入は？ 

 ⇒次期学習指導要領の改訂に向けて？ 
 

・学校図書館における電子書籍の導入は？ 
 

・プログラミングに関する資料は？ 

   

デジタル教科書・電子書籍・プログラミング 



QuestionⅢ 

０ 

 
 

この本をご存じですか？ 
 

①本番によわいわんこ     遠見書房 
 

②SCRACHではじめよう！ 

 プログラミング入門     日経BP社 
 

③色のユニバーサルデザイン  

            日本色彩研究所  

学際性を持って協働することの意義とは 



３．学校図書館は最新の情報センターか？ 

14 

 
 

   by サワコの朝 青山学院大学 原監督 
 

 

   よって、全てを変えるわけにはいかない。 
 

 

    

   by 香羊子の閃き（参照：サワコの朝） 

 

○同じことをやっているのは、退化だ 

○同じことだけをやっているのは、退化だ 

しかし、教育には不易と流行がある 

デジタルネイティブ基礎体力を持つ！ 



３．学校図書館は最新の情報センターか？ 
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○個人情報の取扱について 
 

 ・何が必要なのか 
 

 ・表示して良いものは何か 
 

 ・どのような設定にしているのか 
 

「司書教諭テキストシリーズⅡ･･･３ 

 学習指導と学校図書館 樹村房」 

学校図書館管理システムセキュリティーは 



４．情報リテラシーの展望 

16 

 
 

①18歳に身に付けさせたい力は何か。 

 ※学習指導要領の再確認  

 ※K16、生涯学習を見据えて 
     

② 子供達に何を提供するか。 

 ※学際性、幅広い情報 

 

 全ての人々が幅広い視点で協働する！ 

 

生涯学び続ける市民の育成＝人格の完成 

自らがメディアとなる ノットワーク（エンゲストローム） 



ご清聴ありがとうございました。 
 

今からみんなで協働しましょう！ 


